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こ
の
た
び
は
、
広
報
誌
へ
の
寄
稿
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
３
月
ま
で
教
育
委
員
会
に
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

間
、
学
校
教
育
を
は
じ
め
、
公
民
館
な
ど
社
会
教
育
と
の
連
携
に

お
い
て
、
文
化
協
会
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
本
年
２
月
に
行
わ
れ
た
文
化
協
会
創
立
50
周
年
記
念

講
演
「
文
化
技
術
創
造
に
よ
る
未
来
都
市
・
調
布
へ
」
は
、
本
市

が
ど
の
よ
う
な
地
域
社
会
を
目
指
す
の
か
、
求
め
ら
れ
る
戦
略
と

レ
ガ
シ
ー
に
つ
い
て
具
体
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
を
見
据
え
た
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
、
さ
ら
に
は
「
豊
か
な

芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
実
現

す
る
た
め
の
取
組
の
推
進
に
お
い
て
大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
の
宣
言
に
か
か
わ
る
啓
発
を
図
る
た
め
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
作
製
を
予
定
し
て
お
り
、
文
化
協
会
と
連
携
し
て
広
く

市
民
の
活
動
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
、
地
域
に
お
け
る
絆
の
希
薄
化
、
貧
困
・

格
差
な
ど
の
課
題
が
増
大
し
て
い
る
地
域
社
会
で
、
地
域
を
元
気

に
す
る
文
化
協
会
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

既
に
、
調
布
市
民
文
化
祭
及
び
地
域
文
化
祭
は
「
み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
市
民
の
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の
芸
術
文
化
及
び
学

習
活
動
の
発
表
の
場
、
文
化
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
場
と

し
て
、
ま
さ
に
「
調
布
市
に
お
け
る
文
化
の
祭
典
」
と
し
て
取
り

組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
文
化
協
会
の
活
動
は
「
調
布
の
ま
ち
を
愛
す
る
た
め

に
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
調
布
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
」、「
地

域
の
芸
術
文
化
を
市
民
に
身
近
な
も
の
に
す
る
」
と
い
う
、
市
民
・

地
域
・
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
文
化
振
興
と
い
う
観
点
か
ら
も
大

変
重
要
で
す
。

　

引
き
続
き
、
市
民
が
主
体
的
に
参
加
し
、
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
地
域
の
発
展
を
支
え
る
文
化

行
政
の
あ
り
方
、
文
化
施
設
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
文
化
協
会

の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
協
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
つ
つ
、
私
自

身
も
、
微
力
で
す
が
、
文
化
行
政
の
推
進
を
図
る
べ
く
責
務
を
果

た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

文
化
協
会
に
想
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
布
市
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
木
光
次
郎
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第
51
回
定
期
総
会
が
標
記
の
通
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
加
藤
会
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
長
友
市
長
及

び
鮎
川
市
議
会
議
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
の
山
野
裕

氏
、
書
記
に
映
像
協
会
の
吉
田
正
夫
氏

が
氏
名
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案　

28
年
度
事
業
報
告

　

第
２
号
議
案　

28
年
度
一
般
会
計

決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が
お
こ

な
わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
号
議
案　

29
年
度
事
業
計
画

（
案
）

　

第
４
号
議
案　

29
年
度
一
般
会
計

予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
62
回
調
布
市
民
文
化
祭
の
ご
案
内

開
催
期
間
10
月
19
日（
木
）〜
11
月
19
日（
日
）

今
回
の
テ
ー
マ

「
調
布
が
奏
で
る
文
化
・
芸
術
の
調
べ
」

開
会
式
は
10
月
19
日
（
木
）
６
時
か
ら

開
催
さ
れ
、
引
き
続
き
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

10
月
21
日
（
土
）
22
日
（
日
）
に
は

例
年
通
り
、「
文
化
祭
プ
ラ
ザ
」を
開
催
。

囲
碁
や
将
棋
の
自
由
対
局
、
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
展
、ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
交
信
会
。

工
芸
美
術
協
会
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

協
会
に
よ
る
実
技
コ
ー
ナ
ー
。
ハ
ワ
イ

ア
ン
フ
ラ
協
会
、
三
曲
協
会
、
民
謡
舞

踊
好
友
会
、
そ
の
他
多
彩
な
野
外
ラ
イ

ブ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
発
表
部
門　

団
体
」「
展

覧
展
示
部
門　

団
体
」
の
発
表
が
順
次

行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
期
間
中
10
月
28
日
（
土
）
〜
11

月
５
日
（
日
）
の
間
、
東
部
・
西
部
・

北
部
の
各
公
民
館
を
中
心
と
し
た
地
域

文
化
祭
も
行
わ
れ
ま
す
。

第
27
回「
木
島
平
村
芸
術
文
化
協

会
と
の
文
化
交
流
」参
加
者
募
集

　

調
布
市
文
化
協
会
と
木
島
平
村
芸

術
文
化
協
会
と
の
姉
妹
都
市
文
化
交

流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
木
島
平
村

の
第
33
回
夏
祭
り
「
盆
踊
り
」
に
参

加
し
、
木
島
平
村
芸
術
文
化
協
会
と

の
「
交
流
会
」
を
行
い
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
も
の
で
す
。

日　

時　

平
成
29
年
８
月
５
日（
土
）６
日（
日
）

宿
泊
先　

パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
木
島
平

　
　
　
　

☎
〇
二
六
九
ー
八
二
ー
三
〇
〇
一

費　

用　

一
四
，〇
〇
〇
円（
宿
泊
費
、

　
　
　
　

昼
食
２
回
、交
流
会
費
、保
険
、

　
　
　
　

見
学
料
等
）

申
込
先　

所
属
団
体
又
は
文
化
協
会

　
　
　
　

事
務
所

2017（平成29）年度
調布市文化協会第51回定期総会

日　時　2017 年 4 月 28 日（金）18 時〜
会　場　調布市文化会館たづくり12階大会議場
出席者　87 人　　欠席者　3 人
委任状　14 人
議　長　山野　裕 氏（エスペラント会）

　
 

第
51
回
定
期
総
会
開
催
さ
れ
る
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平
成
29
年
２
月
11
日
（
土
）
調
布
市

文
化
会
館
た
づ
く
り
12
階
大
会
議
場
に

お
い
て
調
布
市
文
化
協
会
創
立
50
周
年

を
迎
え
る
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
文
化
協
会
岳
野
副
会
長
の
開

会
の
こ
と
ば
、
そ
し
て
主
催
者
の
挨
拶

と
し
て
文
化
協
会
加
藤
会
長
が
文
化
協

会
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

た
事
に
対
し
て
長
年
文
化
活
動
を
続
け

ら
れ
た
所
属
団
体
会
員
皆
様
の
ご
努
力

と
、
文
化
協
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
い
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
御

礼
を
申
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
調
布
市
長
・
長
友
貴
樹
氏
、
調

布
市
議
会
議
長
・
鮎
川
有
祐
氏
か
ら

祝
辞
を
頂
き
、
来
賓
の
紹
介
が
続
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
参
加
者
は

一
五
六
名
で
し
た
。

続
い
て
特
別
功
労
賞
が
３
名
に
、
感
謝

状
が
25
名
に
贈
呈
さ
れ
美
術
協
会
の
吉

井
千
香
子
氏
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝

辞
を
述
べ
ら
れ
、
文
化
協
会
小
川
副
会

長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
式
典
は
予
定
通

り
終
了
し
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、
独

立
行
政
法
人
・
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
柴
田
英
杞

（
し
ば
た
え
い
こ
）
講
師
に
よ
る
「
文

化
芸
術
創
造
に
よ
る
未
来
都
市
・
調
布
」

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
祝
賀
会
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ

オ
ラ
そ
し
て
チ
ェ
ロ
に
よ
る
弦
楽
三
重

奏
に
よ
る
優
雅
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ

れ
文
化
協
会
加
藤
会
長
の
お
礼
の
こ
と

ば
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
12
時
30
分
、
東
京

２
０
２
０
組
織
委
員
会
か
ら
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

フ
ラ
ッ
グ
が
、
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
経

由
で
調
布
市
文
化
会
館
「
た
づ
く
り
」

で
調
布
市
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
た

づ
く
り
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
調
布

市
市
長
、
関
係
幹
部
の
方
々
は
じ
め
多

く
の
市
民
の
方
が
見
守
る
中
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ

ラ
ッ
グ
は（
公
財
）調
布
市
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
振
興
財
団
・
荻
本
貞
臣
理
事
長

が
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
は
調

布
市
文
化
協
会
・
加
藤
弘
子
会
長
が
代

表
し
て
受
取
り
ま
し
た
。

　

今
か
ら
53
年
前
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
行
わ
れ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
折
り
返
し

点
が
調
布
市
の
甲
州
街
道
飛
田
給
付
近

で
と
、
覚
え
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
人
生
２
度
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
を
地
元
で
体
験
で
き
る
の

は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

調
布
市
文
化
協
会
創
立
50
周
年
を
迎
え
て

文
化
協
会
役
員　
　

吉
田　

正
夫

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
が

調
布
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

文
化
協
会
副
会
長　
　

岳
野　

勝
治
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５
月
28
日
７
時
30
分
、
30
名
の
文
化

協
会
メ
ン
バ
ー
は
武
州
交
通
の
大
型
バ

ス
に
搭
乗
し
出
発
。
中
央
道
、圏
央
道
、

新
東
名
高
速
を
ひ
た
走
り
、
目
指
す
袋

井
市
文
化
協
会
の
あ
る「
月
見
の
里
遊

学
館
」に
予
定
通
り
到
着
し
ま
し
た
。

最
初
の
印
象
は
大
変
広
い
敷
地
に
立
派

な
建
物
が
何
棟
も
並
ん
で
お
り
、「
調
布

に
も
こ
ん
な
建
物
が
あ
っ
た
ら
な
あ
ー
」

で
し
た
。

　

袋
井
市
文
化
協
会
の
事
業
内
容
は

思
っ
た
よ
り
規
模
が
大
き
く
一
般
社
団

法
人
の
資
格
を
持
ち
会
長
は「
月
見
の

里
遊
学
館
」の
館
長
も
な
さ
っ
て
お
り
、

中
々
よ
く
や
っ
て
お
ら
れ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

昼
食
の
後
、
秋
葉
総
本
殿
・
可
睡

斎
（
お
寺
）
で
御
住
職
か
ら
火
災
予
防

の
御
利
益
が
あ
る
秋
葉
神
社
が
遷
座
し

た
経
緯
、
可
睡
斎
の
名
前
の
理
由
、
か

ら
始
ま
り
江
戸
時
代
の
お
寺
の
役
割

等
々
。
寺
内
を
ご
案
内
頂
き
約
１
時
間

有
意
義
な
講
義
で
し
た
。

　

宿
泊
は
、
浜
名
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・

「
さ
ざ
な
み
館
」。湖
畔
の
眺
め
の
素
晴
ら

し
い
お
部
屋
で
ゆ
っ
く
り
と
、
夜
は
皆

で
カ
ラ
オ
ケ
等
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
「
オ
ル

ゴ
ー
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
上
り

二
〇
〇
年
前
ま
だ
レ
コ
ー
ド
の
無
い

時
代
の
手
動
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
か
ら
ア
ン

タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
時
代
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
ま

で
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
歴
史
。
電
動
式
に

な
っ
て
も
カ
バ
ー
の（
音
響
箱
）
素
材

に
よ
っ
て
の
音
の
違
い
が
あ
る
こ
と
。

等
々
の
説
明
を
受
け
、
毎
時
00
分
に
浜

名
湖
を
一
望
で
き
る
屋
上
で
奏
で
ら
れ

る
カ
リ
ヨ
ン
（
当
日
は
ス
メ
タ
ナ
作
曲

ラ
ム
ダ
ウ
）
の
演
奏
は
大
変
感
動
的
で

し
た
。

　

昼
食
は
眺
め
の
良
い
奥
浜
名
湖
国
民

宿
舎
で
頂
き
、
予
定
通
り
井
伊
直
虎
記

念
館
、
龍
潭
寺
を
拝
観
し
、
帰
途
も
無

事
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
皆
様
方
の

ご
協
力
の
お
蔭
で
す
。

可睡斎御神殿

　

袋
井
市
文
化
協
会
と
の
交
流
懇
談
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
協
会
副
会
長　
　

岳
野　

勝
治

健康を守るトイレの神様

浜名湖
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五
月
三
十
一
日
（
水
）
十
八
時
〜

十
九
時
迄
の
一
時
間
、
二
十
三
区
長

及
び
二
十
六
市
町
村
長
会
の
会
長
に

二
年
の
任
期
で
就
任
さ
れ
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
調
布

駅
前
整
備
等
々
で
益
々
ご
多
忙
の
長

友
貴
樹
市
長
を
お
招
き
し
て
の
懇
談

会
を
理
事
の
方
々
と
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

変
わ
り
ゆ
く
調
布
〈
九
月
〜
十
一

月
オ
ー
プ
ン
の
施
設
に
も
触
れ
〉・
文

化
都
市
宣
言
の
活
か
し
方
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
文
化

部
門
参
加
を
ど
の
よ
う
な
形
で
す
る

か
？
・
樹
木
と
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の
問

題
・
施
設
不
足
の
要
望
等
々
、
活
発

な
意
見
交
換
が
出
来
、
あ
っ
と
い
う

間
の
一
時
間
で
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
２
月
22
日
、
た

づ
く
り
８
階
「
映
像
シ
ア
タ
ー
」
に

於
い
て
（
テ
ー
マ
）
痩
せ
た
、
く
び

れ
た「
チ
ョ
ー
簡
単
・
か
か
と
落
と
し
」

と
い
う
題
で
調
布
に
お
住
い
の
成
田

か
ず
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
か
か
と
を
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
上
下
に
動
か
し
そ
の
人
の
体
の
状

態
に
合
わ
せ
「
ポ
ッ
ポ
ッ
ポ　

ハ
ト

ポ
ッ
ポ
」「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」

「
ぞ
ぉ
ー
さ
ん
」
と
三
つ
の
歌
に
合
わ

せ
て
ス
ラ
イ
ド
も
使
っ
て
な
ぜ
体
に

効
く
の
か
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
五
日
程
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
「
ガ
ッ
テ
ン
」
で
か
か
と
落
し

の
す
ば
ら
し
い
効
果
が
放
映
さ
れ
て

す
ぐ
と
い
う
事
で
来
場
者
の
関
心
も

高
く
全
員
で
の
「
カ
カ
ト
落
し
」
は

和
気
あ
い
あ
い
と
進
み
楽
し
い
一
時

で
し
た
。

　

私
の
感
想
は
「
人
間
の
体
っ
て
何

ん
て
す
ば
ら
し
い
の
で
し
ょ
う
」
！

の
一
言
に
つ
き
ま
し
た
。

調
布
市
長
と
語
る
文
化
懇
談
会

文
化
協
会
副
会
長　
　

小
川
美
代
子

第
20
回
生
涯
学
習
講
演
会文

化
協
会
役
員　
　

田
代
せ
つ
子
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今
年
は
プ
ロ
の
将
棋
界
で
も
中
学
生

棋
士
が
誕
生
し
二
十
連
勝
（
６
／
３

現
在
）
の
大
台
に
乗
せ
連
勝
記
録
の

二
十
八
連
勝
に
届
く
勢
が
あ
り
、
一
方

で
は
一
流
の
棋
士
で
あ
る
名
人
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
（
ポ
ナ
ン
ザ
）
に

二
連
敗
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
新
聞

テ
レ
ビ
、
週
刊
誌
で
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
将
棋
に
関
す
る
話
題
を

多
く
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
様
な
状
況
の
中
５
月
13
日
20
日

27
日
の
三
日
間
文
化
協
会
主
催
の
実
技

講
座
「
初
心
者
の
た
め
の
将
棋
講
座
」

を
実
施
致
し
ま
し
た
。
市
報
に
告
知
が

出
る
と
数
日
で
応
募
者
が
30
名
近
く
と

な
り
例
年
の
約
一
・
五
倍
を
数
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

応
募
者
の
中
に
は
小
学
低
学
年
の
親

子
が
８
組
も
あ
り
関
心
の
高
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
講
座
の
中
で
は
子
供
さ
ん
よ

り
親
御
さ
ん
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
居

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
乍
ら
残
念
な
事

に
中
村
九
段
の
指
導
対
局
が
あ
る
た
め

一
番
盛
り
上
が
る
最
終
日
27
日
が
小
学

校
の
運
動
会
に
当
り
ほ
と
ん
ど
の
親
子

が
欠
席
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来

年
か
ら
は
そ
れ
等
も
考
慮
し
て
日
程
が

組
め
れ
ば
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

　

囲
碁
入
門
講
座
は
久
し
ぶ
り
で
し
た

が
二
回
で
十
八
名
の
参
加
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　

若
者
と
女
性
が
多
く
高
齢
の
方
と
十

名
の
募
集
に
十
名
ピ
ッ
タ
リ
、
二
回
目

八
名
は
半
分
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
事
で
す
が
、
参
加
さ
れ
る

方
の
棋
力
測
定
が
難
し
く
、

　

朝
九
時
ピ
ッ
タ
リ
に
始
め
て
、
ま
ず

石
を
持
っ
た
事
の
有
無
を
伺
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
経
験
者
で
、
入

門
の
方
は
一
人
で
し
た
。
入
門
パ
ン
フ

を
配
布
し
て
、
入
門
の
方
を
中
心
に
話

を
し
ま
す
。

　

指
導
員
は
四
名
で
、
入
門
の
方
は
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
、
残
り
は
二
面
打
ち
三
面

打
ち
で
対
局
し
ま
す
。

　

大
盤
（
磁
石
盤
）
で
私
の
打
つ
通
り

に
碁
盤
に
置
い
て
頂
き
ま
す
。
石
を
置

く
ス
ピ
ー
ド
で
お
お
よ
そ
の
棋
力
が
判

り
ま
す
。

　

参
加
者
同
志
で
の
対
局
を
お
願
い
し

て
、
十
二
時
ま
で
、
フ
ル
三
時
間
熱
心

に
囲
碁
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
希
望
は
、
つ
づ
け
て
囲
碁

の
出
来
る
サ
ー
ク
ル
を
教
え
て
も
ら
う

事
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
棋
力
に
合
せ

て
お
伝
え
し
た
所
、
早
速
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

実　
　

技　
　

講　
　

座

初
心
者
の
た
め
の
将
棋
講
座

調
布
市
将
棋
連
盟　
　

今
中　

秀
昌

囲
碁
入
門
講
座

調
布
市
囲
碁
連
盟　
　

菊
池　

忠
浩
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６
月
10
日
・
17
日
夜
間
の
講
座
で
し

た
が
、
13
名
の
方
々
に
参
加
頂
き
、
手

伝
い
の
会
員
を
含
め
約
20
名
で
の
講
座

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
の
動
機
は
「
老

人
会
で
見
せ
て
上
げ
た
い
」「
職
場
で

の
隠
し
芸
に
」「
孫
に
見
せ
た
い
」
等
々

意
欲
は
充
分
で
し
た
。

　

定
刻
と
な
り
講
座
実
施
の
主
旨
と
マ

ジ
ッ
ク
演
技
の
３
原
則
を
説
明
し
た
後

今
回
の
講
座
で
学
ぶ
演
技
の
一
通
り
を

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
模
範
演
技
に
「
果
し
て
自
分
が

出
来
る
の
だ
ろ
う
か
」
参
加
者
の
顔
は

不
安
と
緊
張
の
固
り
で
し
た
。

　

始
め
は
「
む
ず
か
し
い
」「
わ
か
ら

な
い
」
の
お
声
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
補
助
者
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
助
け
で

次
々
と
マ
ス
タ
ー
し
、
だ
ん
だ
ん
と
緊

張
が
取
れ
て
笑
顔
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
２
日
目
に
は
皆
さ
ん
和
や
か
に
、

隣
同
士
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
で
互
に
教
え

合
い
、自
信
が
つ
い
た
の
で
し
ょ
う
か
、

競
っ
て
前
に
出
て
演
技
を
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

今
回
２
組
の
御
夫
婦
が
参
加
さ
れ
、

又
前
回
も
こ
の
講
座
に
参
加
さ
れ
た

方
々
も
お
ら
れ
「
是
非
次
回
も
参
加
し

た
い
の
で
知
ら
せ
て
欲
し
い
」
と
の
お

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

緑
美
し
い
季
節
の
中
で
、
雨
に
う
た

れ
て
咲
く
紫
陽
花
が
目
に
と
ま
り
ま

す
。

　
「
い
け
ば
な
」
は
四
季
折
々
の
特
徴

を
持
っ
た
花
に
、
少
し
手
を
加
え
る
こ

と
に
よ
り
花
や
葉
に
美
し
い
空
間
を
つ

く
り
あ
げ
ま
す
。

２
日
間
の
「
花
と
遊
ぶ
」
の
講
座
は
、

流
派
の
基
本
を
学
び
つ
つ
独
自
の
個
性

を
生
か
し
な
が
ら
素
晴
ら
し
い
活
け
込

み
が
で
き
ま
し
た
。

同
じ
花
材
を
手
に
し
た
参
加
者
が
、
一

人
一
人
全
く
違
っ
た
形
に
な
る
こ
と
に

も
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
又
、
花
材

名
に
も
興
味
を
も
た
れ
、
今
回
使
用
し

た
丹
頂
ア
リ
ア
ム
、
イ
タ
リ
ア
ン
ル
ス

カ
ス
な
ど
馴
染
み
の
な
い
花
や
葉
に
ハ

サ
ミ
を
い
れ
て
い
ま
し
た
。

　

日
頃
経
験
の
で
き
な
い
静
か
で
清
々

し
い
時
間
を
満
喫
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。「
花
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
又

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
参
加
し
た
い
で

す
。」
と
い
う
お
声
え
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
。

実　
　

技　
　

講　
　

座

初
め
て
の
マ
ジ
ッ
ク調

布
市
奇
術
協
会　
　

岳
野　

勝
治

花
と
遊
ぶ

調
布
市
い
け
ば
な
連
盟　
　

関
根　

昌
子
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29
年
度
後
半
実
技
講
座
実
施
予
定

「
南
部
菱
刺
し
初
心
者
講
習
会
」

工
芸
美
術
協
会

６
月
12
日
（
月
）・
７
月
３
日
（
日
）

時
間　

13
時
〜
16
時
30
分

会
場　

３
０
１
会
議
室

「
カ
ラ
オ
ケ
実
技
講
座
初
級
中
級
」

歌
謡
同
好
会
連
盟

７
月
１
日
（
土
）・
７
月
８
日
（
土
）

時
間　

13
時
〜
16
時

会
場　

第
１
・
第
２
音
楽
室

「
男
女
年
齢
層
も
幅
広
く
健
康
作
り
」

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
協
会

９
月
30
日
（
土
）

時
間　

13
時
〜
15
時

会
場　

研
修
室

「
皆
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
」

民
謡
舞
踊
好
友
会

10
月
３
日
（
火
）・
10
月
10
日
（
火
）

時
間　

10
時
〜
12
時

会
場　

和
室
「
百
日
紅
」・「
花
水
木
」

「
初
心
者
の
た
め
の
詩
吟
講
座
」

吟
剣
詩
舞
道
連
盟

10
月
７
日（
土
）・
14
日（
土
）・
21
日（
土
）

時
間　

13
時
30
分
〜
16
時

会
場　

３
０
５
会
議
室

「
水
彩
画
基
礎
講
座
」

美
術
協
会

平
成
30
年
３
月
８
日（
木
）・
15
日（
木
）

時
間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

会
場　

１
０
０
１
学
習
室

「
民
謡
舞
踊
友
好
会
参
加
」

＊
流
し
踊
り

　
　

旧
甲
州
街
道
／
調
布
〜
布
田
間

＊
定
点
踊
り

　
　

布
多
天
神
社

＊
ハ
ッ
ピ
ー
ま
つ
り
会
場

＊
出
店

　
　

蓮
慶
寺
前
参
道
会
場

　
　

ハ
ッ
ピ
ー
ま
つ
り
会
場
布
多
天
神

　

会
場
・
調
布
駅
南
口
広
場

＊
文
化
協
会
は
模
擬
店
の
「
か
き
氷
」

　
　

一
杯
二
百
円

　
　

蓮
慶
寺
前
参
道
会
場
で
実
施

　

市
民
文
化
祭
の
開
会
式
で
挨
拶
さ

れ
た
来
賓
の
方
の
お
話
の
中
で
「
私

は
文
化
の
事
は
よ
く
解
り
ま
せ
ん
、

私
は
文
化
と
聞
く
と
戦
後
人
々
の
生

活
に
必
要
で
あ
っ
た
文
化
鍋
と
文
化

包
丁
を
思
い
出
し
ま
す
。
人
は
文
化

が
無
く
て
も
生
き
て
行
く
こ
と
が
出

来
ま
す
が
、
人
は
文
化
に
よ
っ
て
人

間
ら
し
く
豊
か
に
生
き
て
行
く
こ
と

が
出
来
ま
す
」
と
云
わ
れ
た
事
が
記

憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

今
の
社
会
に
は
多
様
な
価
値
観
が
混

在
し
て
い
ま
す
。
私
達
の
文
化
活
動

も
常
に
変
化
す
る
社
会
の
息
吹
を
感

じ
て
成
長
し
て
行
く
と
共
に
、
多
く

の
若
い
人
達
が
私
達
の
文
化
活
動
に

魅
力
を
感
じ
て
参
加
す
る
よ
う
な
活

動
方
法
や
内
容
と
す
る
事
に
視
点
を

置
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

会
報
発
行
に
あ
た
り
寄
稿
頂
い
た

方
々
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

正
夫

調
布
よ
さ
こ
い
二
〇
一
七

＊
平
成
29
年
８
月
27
日（
日
）

●  

編
集
後
記  

●


